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小型 JASMINEは、銀河系バルジの形成・進化を解明することを最大の目的として掲げている。中でも、未だ
未解決な問題である「バルジと巨大ブラックホールの共進化」の解明に向け、銀河系での事例を通して洞察を得る
ことを目指している。この実現はまさに、銀河系に限らず銀河一般へ拡張され得るバルジ形成論および巨大ブラッ
クホール形成論へのブレイクスルーを呼び起こす可能性を秘めている。この主題へのヨーロッパ宇宙機構から昨
年末に打ち上げられた高精度位置天文衛星Gaiaの貢献は極めて限定的にならざるを得ない。何故ならば、共進化
を理解する上で重要な領域となるのはバルジとブラックホールの境界領域とも言える中心からおよそ 200 ∼ 300
pc以内と考えられるが、この領域はダストによる吸収減光が甚だしいために可視光では見えないからである。そ
の領域では、合体などに伴うブラックホール成長の痕跡が星の運動に刻まれていることが期待される。さらに、
その領域の星の運動を解析することから重力ポテンシャルを導出することで、バー構造による銀河中心へのガス
の流入過程を明らかにできると期待される。このような小型 JASMINEが拓くサイエンスを紹介する。


